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問題（５）の解説

RC造床スラブの中央におもりを落下させて
振動計測を行った際の、加速度と時間の波形
の概念図に関する問題である。

健全な状態のスラブで測定された波形に対
して、ひび割れが生じた場合は、大きなたわ
みが生じ、加速度は小さくなり、周波数も小
さくなる。

したがって、（１）が適当である。
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問題（１９）の解説

ASRが疑われるコンクリート構造物のコア試料による膨張率
の測定方法（JCI-S-011-2017）に関する問題。

（１）コア試料の水分量変化を防ぐためにラップする。
（２）解放膨張率の養生条件は20℃±2℃、湿度95％以上。
（３）促進膨張率の養生条件は40℃±2℃、湿度95％以上。
（４）促進膨張率の長さ測定は、コア試料を促進養生の環境
から取り出した直後ではなく、20℃で24時間静置したうえで
測定する。不適。

正解：（４）

【JCI-S-011法について】
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【促進養生試験について】

試験方法 養生条件 測定期間 コア径

JCI-S-011法
（旧JCI-DD2法）

40℃
湿度95％以上

3ヶ月～6ヶ月 Φ100mm

アルカリ溶液浸漬法
（旧カナダ法）

80℃
NaOH溶液

14日～28日 Φ50mm

飽和NaCl溶液浸漬法
（旧デンマーク法）

50℃
NaCl溶液

3ヶ月 Φ50mm
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問題（２３）の解説

RC造建築物の床のコンクリートに打ち込んだ翌日
にできた析出物に関する問題である。

析出物は冬期に生じ、低温ほど水への溶解度が高
くなるため、コンクリート中の水酸化カルシウムが
ブリーディング水とともに表層に上昇し、空気中の
二酸化炭素を取り込み、炭酸カルシウムが生成され
たものと考えられる。

したがって、（１）が適当である。
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問題（２４）の解説

建設後40年が経過したPC単純桁に軸方向のひび割れ
と中央部の上側の反りの変形が生じた原因に関する問
題である。

軸方向のひび割れはASRにより生じたと考えられ、軸
方向の圧縮側へのひずみが大きくなり、桁の上部では
引張側へのひずみが大きくなったと考えられる。

したがって、（１）が適当である。
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問題（３５）の解説

鉄道橋のRC桁の疲労照査に関する問題。

累積疲労度M＝0.6に達しているところに鋼板接着で補強し
て、鉄筋の発生応力度が補強前の6／7になっている。
残存する累積疲労度は、M＝0.4である。

まず、対策前の鉄筋の最大引張応力度は126 N/mm2。
126／300＝0.42 ⇒ このときのN＝2×105（20万）回。
残存する累積疲労度は0.4で、毎年5000回なので、
2×105×0.4÷5000＝16（年）
つまり、このまま無対策の場合、あと16年しかもたない。
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次に、対策前の鉄筋の最大引張応力度は126N/mm2だった
が、補強をして6／7になった。126×6/7＝108N/mm2。
引張強度300N/mm2のSmaxに対して、108／300＝0.36。

最大応力比36％での等価繰り返し回数は、S-N曲線から読
み取ると、80万回となる。

残存する累積疲労度は0.4、毎年5000回なので、
80×104×0.4÷5000＝64（年）となる。
鋼板接着したことで、あと64年もつ。

無対策ではあと16年。鋼板接着したことであと64年。
疲労限界が延長される期間は、 64－16＝48（年） となる。

正解：（３）
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問題（４０）の解説

塩害環境にあるPCT桁橋の補修をする場合のライフサイクル
コストの比較をする問題である。

シナリオAは断面修復と表面被覆および外ケーブル補強を行
い４５年ごとに１６０百万円、１５年ごとに表面被覆を行い５
０百万円かかるとして、架替えを行うシナリオB（架替え費用
３００百万円）を上回る時期を求める問題である。

45年後 160＋160÷2.438＋50÷1.346＋50÷1.811＝160＋
65.6＋37.1＋27.6＝295.7
60年後 295.7＋50÷3.281＝310.9

したがって、（２）が適当である。

維持管理方法の違いによる
ライフサイクルコストの比較

補修（大規模）

補修（中，小規模）

定期点検

供用時間

劣
化
程
度

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト

対
策
費
用

予防保全

要求性能 変状が顕在化した
後に対策

変状が顕在化した
後に対策 予防保全
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１） 割引率：０％

（Ａ）新設構造物の場合（＝ＰＦＩ事業）

■ＬＣＣ（ライフサイクルコスト）
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■現在価値
財政負担の見込額算定（地方公共団体が
直接実施する場合とPFIを導入する場合）には，
現在価値にて比較することが求められる。

■割引率

将来発生する費用を現在価値に換算するに当たっ
て用いる換算率

・現在の100万円 →10年後は148万円（利率４%）
・10年後の100万円→現在の67.6万円（割引率４％）
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